
吹田市下水道事業会計

決算の概要

令和7年度（2025年度）
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概 況

（１）下水道使用料に直結する有収水量については、前年度比7万2,922㎥
（0.2％）増の4,288万6,957㎥となりました。

（２）経営状況については、7億8,398万5,570円（税抜）の純利益を計上し
ました。

（３）下水道施設の設備投資については、下記のとおり執行しました。
（税込）

ア 管渠建設改良費 28億6,704万8,072円
イ ポンプ場建設改良費 2億8,364万5,000円
ウ 処理場建設改良費 9億3,305万3,834円
エ 流域下水道建設費負担金 1億4,483万6,307円
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下水道使用料と有収水量の推移

有収水量は昨年度より増加していますが、下水道使用料は減少しました。

47.2 47.0 46.8 46.8

45.4 45.1
44.7 45.0

45.4 45.2

下水道使用料（億円・税抜）

4,333 4,336 4,309 4,313 4,337 4,313
4,262 4,259 4,281 4,289
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有収水量（万㎥）
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収益的収支（損益計算書）

（１）収 入:92億6,814万3,171円 前年度比 2億 9,002万1,428円（ 3.0%）減
（２）支 出:84億8,415万7,601円 同 3億 462万 898円（ 3.5%）減
（３）純利益: 7億8,398万5,570円 同 1,459万9,470円（ 9.8%）増

下水道サービスの提供に関する収支状況
（経営成績）

その他収入 481 その他収入 413

⾧期前受金戻入
1,452

⾧期前受金戻入
1,444

他会計負担金
3,084

他会計負担金
2,895

下水道使用料
4,541

下水道使用料
4,516

当期純利益 769 当期純利益 784

特別損失 404

特別損失 0.5

支払利息 382
支払利息 372

減価償却費等
3,794

減価償却費等
3,844

維持管理費
4,209

維持管理費
4,268

収入 収入支出 支出

【R7年度】【R6年度】

（百万円・税抜）
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資本的収支

（１）収 入:40億5,938万1,503円
（２）支 出:66億8,766万 22円
（３）不足額:26億2,827万8,519円 ※損益勘定留保資金などにより補てん

下水道施設の設備投資に関する収支状況

その他収入 15 その他収入 40

国庫補助金
679

国庫補助金
1,141

企業債
1,842

企業債
2,879

不足額
2,930

不足額
2,628

企業債償還金
2,703

企業債償還金
2,457

建設改良費等
2,763

建設改良費等
4,231

収入

収入

支出

支出

【R6年度】 【R7年度】

（百万円・税込）
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主な建設改良工事

市内各箇所で浸水対策工事を行っています。吹田市は全域が
市街化区域であり、多くの工事はシールドや推進等のトンネル
工法を用いて雨水管の整備を行っています。

市内で行っている主な浸水対策工事

工期概要工事名

R5.8.8  ～ R9.9.30雨水管整備(推進工法)
Φ1,350ｍｍ、Ｌ＝540ｍ

千里山排水区雨水幹線
整備工事第１工区

R5.10.12 ～ R7.9.30雨水管整備(推進工法・開削工法)
Φ250～1,000ｍｍ、Ｌ＝360ｍ

春日排水区雨水管路
整備工事第１工区

R6.8.6    ～ R8.6.30雨水管整備(推進工法・開削工法)
Φ500、800ｍｍ、Ｌ＝290ｍ

千里丘排水区雨水管路
整備工事第１工区

R4.5.31 ～ R7.6.30雨水管整備(シールド工法)
Φ2,800ｍｍ、Ｌ＝580ｍ

岸部幹線整備工事
第１工区

浸水対策
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南正雀１丁目ほか

千里丘下ほか

千里山月が丘ほか

春日３丁目ほか

泥濃式推進システム概要図【春日雨水管路整備工事】推進マシン



令和７年度
実施延⾧:3.35km（管更生工事:反転・形成工法）
対象管径:Φ250mm～Φ600mm

主な建設改良工事

下水道ストックマネジメント計画に基づき、吹田市が管理している
下水管路を対象に、維持管理方法を「発生対応型」から「予防保全型」
へとシフトし、計画的な点検と調査による改築更新を進めています。
改築工事では主に道路掘削を伴わずマンホールから材料を挿入して

管内部に新たな管を築造する「管更生工事」を行っています。

下水道ストックマネジメント計画に基づく管路老朽化対策工事（令和4年度から実施）

管更生工事イメージ図
（反転工法の例）

管路老朽化対策実施工事位置図
（令和７年度分） 既設管内部の更生イメージ図

（形成工法の例）

既設管へ
挿入

更生材を
円形に復元

更生材を
圧着し完成

既設管更生材

老朽化対策
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令和７年度
実施延⾧:0.27km（管更生工事:製管、反転工法）
対象管径:Φ350～Φ700mm

主な建設改良工事

吹田市下水道総合地震対策計画に基づき、緊急輸送路のうち、
広域緊急交通路下に布設されている管路を優先し、耐震診断・
耐震設計・耐震工事を行っています。
(広域緊急交通路:豊中摂津線、南千里茨木停車場線、

市道桃山台41号線)

下水道総合地震対策計画に基づく管路地震対策工事（令和3年度から実施）

管更生工事イメージ図
（製管工法の例）

管路地震対策実施工事位置図
（広域緊急交通路下）

管更生工事の施工中・施工後の状況写真
（製管工法の例）

既設管

更生材

地震対策



川園ポンプ場

降雨時に川園ポンプ場に流入した大量の雨水を河川に放流する雨水ポンプ設備（昭和43年
（1968年）設置）を吹田市下水道ストックマネジメント計画に基づき更新しました。

主な建設改良工事
吹田市川園ポンプ場No.2雨水ポンプ設備工事

（令和６年度～令和７年度）
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老朽化対策

No.2雨水ポンプ設備

▲施工前 ▲施工後

■ No.2雨水ポンプ設備



貸借対照表 期末時点の保有財産の状態（資金の調達状況、運用状況）

流動資産 6,696 流動資産 8,330

無形固定資産ほか
3,817

無形固定資産ほか
3,571

有形固定資産
87,972

有形固定資産
88,458

（資産の部） （資産の部）

剰余金 5,980 剰余金 5,684

資本金 26,382 資本金 27,464

繰延収益
34,861

繰延収益
34,886

流動負債 4,513 流動負債 4,934
固定負債

26,749

固定負債
27,391

（負債・資本の部） （負債・資本の部）

【R7年度】【R6年度】

（百万円）
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期末時点における資産、負債及び資本の状態を表したものです。
下水道管渠や処理施設を有する下水道事業では、有形固定資産の割合が高くなります。



キャッシュ･フロー計算書 現金の流れ

（百万円）

事業年度における現金の収入・支出（資金の流れ）を表したものです。
主に財務活動による資金がの増により、期末残高は前年度末と比較して増加しました。

（１）業務ＣＦ:本業（下水道の維持管理）の活動による現金の増減
（２）投資ＣＦ:投資（下水道施設の新設や改築など）による現金の増減
（３）財務ＣＦ:資金調達（企業債の発行）と返済による現金の増減 11



企業債残高 設備投資の財源として借り入れた借金残高

412 397
376

348
331 316

299 296 287 292

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（億円）
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比較的早期に事業に着手したこともあり、近年は減少傾向にありましたが、老朽化し
た施設の更新や浸水対策などへの投資に伴い、前年度より増加となりました。


